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臼
井　

母
親
の
帰
宅
時
間
が
子

供
の
健
康
指
標
に
影
響
す
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
女
性
の
管
理
職
登

用
が
進
め
ば
父
親
が
早
く
帰
る
、

あ
る
い
は
両
親
と
も
帰
宅
が
遅
く

な
る
こ
と
も
あ
る
。
子
供
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
観
点
で
、
働
き

方
の
柔
軟
化
や
役
割
分
担
の
再
設

計
に
よ
り
、
ど
ち
ら
か
が
早
く
帰

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

安
井　

同
意
す
る
。
し
か
し
育

児
や
介
護
は
女
性
が
す
べ
き
だ
と

い
う
性
別
役
割
意
識
が
根
強
い
。

ど
ち
ら
か
が
早
く
帰
れ
ば
よ
い
な

ら
母
親
が
帰
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
父
親
を
早
く
帰
宅
さ
せ
る
こ

と
に
企
業
と
本
人
が
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
な
い
な
ら
、
政
策
的
介
入
な

し
に
変
化
は
起
き
な
い
。
男
性
の

長
労
働
時
間
を
抑
え
家
事
・
育
児

負
担
を
増
や
し
、
女
性
が
働
き
や
す

い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。

井
上　

子
供
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
と
は
子
供
の
権
利
で
あ
る
。

権
利
の
観
点
か
ら
、
両
親
の
ど
ち

ら
か
が
早
く
帰
れ
る
仕
組
み
が
求

め
ら
れ
る
。
希
望
す
る
労
働
時
間

と
実
際
を
比
べ
る
と
、
父
親
は
よ

り
短
時
間
で
働
き
た
い
と
考
え
て

い
る
人
が
多
い
。
一
方
、
女
性
は

労
働
時
間
を
増
や
し
た
い
と
い
う

人
が
少
な
く
な
い
。
男
性
の
長
時

間
労
働
を
減
ら
し
女
性
の
労
働
時

間
を
増
や
し
て
い
け
ば
、
労
働
生

産
性
も
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

臼
井　

労
働
時
間
上
限
規
制
は

労
働
者
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

高
め
う
る
。
一
方
、
政
府
は
労
働

時
間
規
制
緩
和
を
成
長
戦
略
の
柱

と
し
て
い
る
。
ど
う
考
え
る
か
。

横
山　

労
働
時
間
規
制
に
よ
り
、

男
性
に
比
べ
て
女
性
で
は
キ
ャ
リ

ア
職
の
就
業
率
が
上
が
り
、
労
働

市
場
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
進
む

可
能
性
が
研
究
で
確
認
さ
れ
て
い

る
。
逆
に
言
う
と
、
長
時
間
労
働

奨
励
の
慣
例
の
下
で
は
、
労
働
市

場
で
評
価
を
失
う
の
は
女
性
と
な

り
や
す
く
な
る
。
そ
の
意
味
で
、

労
働
時
間
規
制
の
緩
和
は
女
性
活

躍
を
阻
害
し
、
過
労
死
防
止
な
ど

こ
れ
ま
で
の
改
革
努
力
を
無
に
し

か
ね
な
い
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
を
図
り
時
間
当
た
り
生
産
性

を
高
め
る
こ
と
で
、
労
働
時
間
規

制
下
で
も
経
済
成
長
と
両
立
す
る

働
き
方
は
可
能
で
あ
る
。

永
瀬　

子
供
が
い
る
米
国
の
女

性
管
理
職
に
聞
き
取
り
し
た
。
週

60
時
間
働
く
者
も
い
た
が
、
家
族

で
夕
食
を
囲
ん
だ
後
、
自
宅
で
仕

事
を
す
る
な
ど
、
日
本
よ
り
時
間

と
場
所
の
縛
り
が
少
な
く
柔
軟

だ
っ
た
。
自
ら
の
職
務
範
囲
も
明

確
だ
。
出
産
の
時
期
も
子
供
の
成

長
も
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ
う

し
た
事
情
を
く
め
る
働
き
方
の
仕

組
み
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

臼
井　

若
い
世
代
の
性
別
役
割

分
業
意
識
は
変
化
し
て
い
る
。
今
後

ど
の
よ
う
な
環
境
整
備
が
必
要
か
。

安
井　

保
育
園
の
送
り
迎
え
を

す
る
父
親
の
割
合
は
増
え
て
い
る
。

し
か
し
平
日
の
日
中
、
保
育
園
や

学
校
か
ら
の
呼
び
出
し
に
応
じ
た

り
、
子
供
を
看
病
し
た
り
す
る
の

は
女
性
が
多
い
。
柔
軟
に
働
け
る

環
境
づ
く
り
に
加
え
、
長
期
的
に

は
教
育
で
個
人
の
意
識
と
社
会
の

仕
組
み
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

横
山　

従
来
型
の
性
別
役
割
分

業
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
労
働
時

間
の
上
限
規
制
を
す
り
抜
け
る
よ

う
な
働
き
方
が
あ
る
こ
と
も
一
因

だ
ろ
う
。
適
用
範
囲
を
広
げ
て
逃

げ
道
を
な
く
す
な
ど
し
、
男
性
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
改
善

す
る
よ
う
な
調
整
が
必
要
だ
。

永
瀬　

男
性
は
長
時
間
働
き
、

女
性
は「
年
収
の
壁
」ま
で
働
く
。

こ
れ
は
伝
統
的
価
値
観
で
は
な
く
、

子
供
を
持
つ
場
合
に
有
利
だ
と
考

え
ら
れ
て
き
た
た
め
だ
。
若
い
世

代
が
結
婚
・
出
産
を
選
べ
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
も
、
能
力
に
応
じ

た
仕
事
の
配
分
や
賃
金
に
す
る
な

ど
雇
用
慣
行
を
見
直
し
、
社
会
保

障
制
度
も
改
革
す
る
必
要
が
あ
る
。

井
上　

性
別
役
割
分
業
意
識
が

強
い
の
は
男
性
だ
。
一
家
の
大
黒

柱
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
込
ん
で
い
る
。
女
性
も
稼
げ
る

の
で
、
一
人
で
頑
張
ら
な
く
て
い

い
こ
と
を
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大

事
で
は
な
い
か
。

野
口
貴
公
美
氏

　

男
女
を
問
わ
ず
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
で
き
る
働
き

方
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
現
代
日

本
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
近
年
、

女
性
の
正
規
雇
用
が
増
加
し
、
管

理
職
や
中
核
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン
へ
の

進
出
も
進
ん
で
い
る
一
方
、
長
時

間
労
働
や
働
き
方
が
家
庭
内
の
育

児
・
家
事
分
担
や
子
供
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
と
い
う
新
た
な
社
会
的
課
題

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
こ
う
し
た
変
化
を
踏

ま
え
た
最
新
の
研
究
成
果
を
共
有

し
、
今
後
求
め
ら
れ
る
支
援
や
仕

組
み
の
新
た
な
方
向
性
を
探
る
。

意識や仕組みの変革が不可欠

　

男
性
が
家
事
・
育
児
に
一
層
関

わ
り
、
女
性
が
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア

を
形
成
し
、
子
供
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
が
経
済
学
の
実
証
研
究
か
ら

見
え
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

中
年
期
か
ら
も
キ
ャ
リ
ア
の
展

望
が
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、

「
女
性
は
家
庭
を
守
る
も
の
」
と

い
っ
た
性
別
役
割
分
業
意
識
を
変

え
る
教
育
、
賃
金
制
度
、
社
会
保

障
制
度
を
含
め
た
正
社
員
と
非
正

規
社
員
の
格
差
縮
小
な
ど
が
求
め

ら
れ
る
。
若
者
の
考
え
を
聞
き
な

が
ら
、
未
来
志
向
で
社
会
を
変
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

女
性
の
社
会
進
出
と
と
も
に
、

家
族
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
や

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現

が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

男
女
共
に
働
き
や
す
い
環
境
を

整
備
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
支

援
や
政
策
が
必
要
か
。
そ
の
答
え

を
追
求
し
て
具
体
的
に
提
言
し
、

実
行
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
今
後
の
政

策
形
成
や
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

行
動
変
容
に
結
び
付
く
、
よ
り
良

い
未
来
を
築
く
た
め
の
第
一
歩
と

な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。

支
援
・
仕
組
み
の
方
向
探
る

一橋大学は2025年に
創立150周年を迎えました。
一橋大学は2025年に

創立150周年を迎えました。

より良い未来への第一歩
　

食
事
や
入
浴
・
寝
か
し
つ
け
な

ど
の
育
児
は
、
週
末
に
ま
と
め
て

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で

平
日
の
親
の
仕
事
か
ら
の
帰
宅
時

間
に
着
目
し
、
子
供
の
睡
眠
時
間

や
肥
満
度
の
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ

と
い
っ
た
健
康
ア
ウ
ト
カ
ム
と
の

関
係
を
長
谷
部
拓
也
・
上
智
大
学

准
教
授
と
分
析
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
母
親
の
帰
宅
時
間

は
子
供
の
健
康
関
連
行
動
と
つ
な

が
り
が
あ
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
た
。

母
親
の
帰
宅
時
間
が
遅
い
と
子
供

の
睡
眠
時
間
は
短
く
な
り
、
テ
レ

ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間
は
増
え
、Ｂ
Ｍ

Ｉ
は
有
意
に
上
昇
す
る
傾
向
に
あ

る
。
女
子
は
体
重
増
が
、
男
子
は

身
長
の
伸
び
の
鈍
化
が
Ｂ
Ｍ
Ｉ
上

昇
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
父
親
の
帰
宅
時
間
と
子

供
の
健
康
関
連
ア
ウ
ト
カ
ム
と
の

関
連
は
観
察
さ
れ
な
か
っ
た
。
分

析
対
象
期
間
で
あ
る
２
０
１
０
年

前
後
は
ま
だ
父
親
の
育
児
参
加
が

少
な
く
、
母
親
に
家
事
・
育
児
負

担
が
偏
っ
て
い
た
実
態
を
反
映
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

子
供
の
健
康
状
態
は
、
学
業
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
将
来
の
賃
金

稼
得
能
力
に
も
影
響
す
る
。
重
要

な
の
は
女
性
活
躍
推
進
と
並
行
し

て
男
女
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
を
確
保
し
、
子
供
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
だ
。
そ
れ
ら
に
資
す
る
政

策
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。

子供の健康に影響
政策的な支援必要

大
石
亜
希
子
氏

日
本
学
術
会
議
連
携
会
員
／

千
葉
大
学
教
授

未
来
志
向
で
社
会
変
え
る

永
瀬
伸
子
氏

日
本
学
術
会
議
連
携
会
員
／
大
妻
女
子
大
学
教
授

臼井 恵美子氏

日本学術会議 会員／
一橋大学経済研究所 教授

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
に
は
資
産
形
成
が
不
可
欠
だ
。

特
に
女
性
に
お
い
て
経
済
的
自
立

は
重
要
な
課
題
と
な
る
。

　

現
代
に
お
い
て
、
お
金
の
知
識

は
生
活
を
守
る
知
識
で
も
あ
る
。

知
る
こ
と
で
不
安
を
解
消
で
き
る
。

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
い
男
女
は

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
良
好
で
あ
る

こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

お
金
に
関
す
る
不
安
が
少
な
く
、

人
生
の
選
択
肢
を
確
保
で
き
る

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
実
現
す
る
に
は
、
資
産

形
成
を
給
与
所
得
だ
け
に
依
存
し

な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
日
本

を
含
む
過
去
２
０
０
年
あ
ま
り
の

デ
ー
タ
を
見
る
と
、
株
式
投
資
リ

タ
ー
ン
な
ど
の
資
本
収
益
率
は
、

給
与
の
増
加
に
つ
な
が
る
経
済
成

長
率
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

短
期
的
な
市
場
の
動
き
に
振
り

回
さ
れ
て
資
産
を
手
放
す
こ
と
な

く
、
長
期
で
持
ち
続
け
る
投
資
握

力
が
大
切
だ
。
高
齢
期
の
生
活
の

自
由
度
を
守
る
に
は
、
金
融
知
識

だ
け
で
な
く
デ
ジ
タ
ル
の
知
識
も

不
可
欠
だ
ろ
う
。

　

経
済
的
な
安
心
感
は
、
キ
ャ
リ

ア
継
続
や
再
就
職
、
学
び
直
し
な

ど
の
自
由
を
も
た
ら
す
。
デ
ジ
タ

ル
を
含
む
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、

心
理
的
・
時
間
的
な
余
裕
を
生
み

出
す
。
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
選
択
の

幅
を
広
げ
、
日
本
の
生
産
性
向
上

に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

角
谷
快
彦
氏

日
本
学
術
会
議
連
携
会
員
／

広
島
大
学

デ
ィ
ス
テ
ィ
ン
グ
イ
ッ
シ
ュ
ト
・

プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー

不安解消で自由に
多様な選択肢得る

一
橋
大
学
理
事
・
副
学
長
／

一
橋
大
学
教
授

閉会挨拶閉会挨拶

 趣旨説明 趣旨説明

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

開会挨拶開会挨拶

　

一
橋
大
学
は
11
月
22
日
、
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
日
本
学
術
会
議
と
共
に
２
０
２
５
年
度

第
１
回
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
女
性
活
躍
を
支
え
る
家
族
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
」を
都
内
で
開
催
し
た
。
講
演
で
は
、
女
性
活
躍
の
問
題
に
詳
し
い
専
門
家
が

最
新
の
研
究
成
果
を
報
告
。
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
男
女
共
に
働
き
や
す
い
環
境
の

整
備
や
新
た
な
家
庭
支
援
の
あ
り
方
な
ど
、
必
要
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
知
見
を
共
有
し
た
。

　

一
橋
大
学
は

　

一
橋
大
学
は
11
月
22
日
、
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業

日
、
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業

日
、
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
日
本
学
術
会
議
と
共
に
２
０
２
５
年
度

第
１
回
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
／

第
１
回
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
／

第
１
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策
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ー
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／
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性
活
躍
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シ
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ワ
ー
ク
ラ
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フ
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ス
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実
現
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た

ワ
ー
ク
ラ
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フ
バ
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ス
の
実
現
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で
開
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し
た

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
」を
都
内
で
開
催
し
た
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講
演
で
は
、
女
性
活
躍
の
問
題
に
詳
し
い
専
門
家
が

最
新
の
研
究
成
果
を
報
告

最
新
の
研
究
成
果
を
報
告
。
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
男
女
共
に
働
き
や
す
い
環
境
の

整
備
や
新
た
な
家
庭
支
援
の
あ
り
方
な
ど
、
必
要
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
知
見
を
共
有
し
た
。

や
新
た
な
家
庭
支
援
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り
方
な
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、
必
要
と
な
る
仕
組
み
づ
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に
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見
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有
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新
た
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家
庭
支
援
の
あ
り
方
な
ど
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必
要
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
知
見
を
共
有
し
た
。

や
新
た
な
家
庭
支
援
の
あ
り
方
な
ど
、
必
要
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
知
見
を
共
有
し
た
。

　

一
橋
大
学
は
11
月
22
日
、
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
日
本
学
術
会
議
と
共
に
２
０
２
５
年
度

第
１
回
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
女
性
活
躍
を
支
え
る
家
族
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
」を
都
内
で
開
催
し
た
。
講
演
で
は
、
女
性
活
躍
の
問
題
に
詳
し
い
専
門
家
が

最
新
の
研
究
成
果
を
報
告
。
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
男
女
共
に
働
き
や
す
い
環
境
の

整
備
や
新
た
な
家
庭
支
援
の
あ
り
方
な
ど
、
必
要
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
知
見
を
共
有
し
た
。
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講演

　

女
性
管
理
職
の
比
率
は
徐
々
に

上
昇
し
て
い
る
も
の
の
諸
外
国
と

の
比
較
で
は
低
水
準
に
と
ど
ま
る
。

な
ぜ
か
。
一
橋
大
学
と
の
調
査
で
、

女
性
が
管
理
職
に
な
ら
な
い
構
造

的
要
因
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

例
え
ば
、
多
く
の
女
性
は
管
理

職
に
な
る
と
年
収
が
大
幅
に
上
昇

す
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ

た
。
女
性
は
男
性
に
比
べ
て
、
管
理

職
に
な
る
と
仕
事
の
や
り
が
い
や

生
活
の
充
実
感
が
下
が
る
と
思
っ

て
お
り
、
昇
進
す
る
に
は
女
性
の

ほ
う
が
不
利
だ
と
感
じ
て
い
た
。

　

改
善
策
と
し
て
は
、
ま
ず
管
理

職
就
任
で
年
収
が
大
き
く
上
が
る

こ
と
を
周
知
・
可
視
化
す
る
こ
と
。

そ
れ
に
加
え
て
、
昇
進
に
つ
な
が

る
業
務
を
女
性
に
も
計
画
的
・
公

正
に
配
分
す
る
こ
と
、
上
司
や
組

織
の
女
性
に
対
す
る
無
意
識
的
な

排
除
や
過
度
に
厳
し
い
評
価
を
見

直
す
こ
と
、
職
場
で
の
情
報
格
差

な
ど
女
性
が
不
利
に
な
り
や
す
い

構
造
を
理
解
・
是
正
す
る
仕
組
み

を
整
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

家
庭
を
持
ち
な
が
ら
昇
進
す
る

に
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
協
力
が
欠
か

せ
な
い
。
家
事
・
育
児
を
分
担
で

き
る
よ
う
に「
男
性
が
一
家
の
大
黒

柱
」と
い
っ
た
性
別
役
割
分
業
意
識

を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
パ
ー
ト

ナ
ー
の
キ
ャ
リ
ア
を
尊
重
し
、
２

馬
力
で
家
庭
を
支
え
ら
れ
る
よ
う

に
互
い
の
考
え
を
共
有
し
て
み
て

は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

情報格差など
構造問題の解決を

奥
田
純
子
氏

長
野
大
学
講
師

◀
親
の
帰
宅
時
間
と
子
供
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
◀

◀
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
寄
与
す
る
資
産
づ
く
り
◀

◀
女
性
管
理
職
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
◀
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